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公共育成牧場の歴史・現状・今後の課題
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①上記1-3については、農林水産省生産局畜産部畜産振興課「公共牧場をめぐる情勢J(平成22年4月)より転記した
②上記4-11については、社団法人日本草地畜産猶子協会「平成21年度公共牧場経営実態調査Jのデーターをもとに編集した
③上記12については、社団法人日本草地畜産範子協会「公共牧場長等研修会テキスト聞東・北陸・東潟・近織プロック、平成22年2月25・26日)の公共牧場を巡る
情勢」より転記した。

1.公共牧場の利用状況
迂)公共牧場数は、減少傾向で推移しており、平成20年度は全国で862牧場。

@公共牧場の利用頭数は、 16年度は増加したものの17年度以降減少しており、 20年度の利用頭数(夏期:7月
1日時点)は、全国で145千頭、畜種別では乳用牛が83千頭、肉用牛が62千頭となっている。

0公共牧場数、利用頭数及び牧草地面積等の推移

開45 55 h 平2

枚場.敏 914 1.179 1，146 

利用頭数(:=f顎)(7foll日時点) 113 213 214 

乳用牛 69 129 119 

肉用牛 43 84 95 

牧草H色函殺(千l1a):， 48 97 108 

i野3定地面積(子ha) 46 61 69 

t 利用頭数(頭)(7月1臼時点) 123 181 187 

4tE署E i 牧1{u也商務(h6) 52 83 94 

た
り Iha当たり額紋(頭) 2.35 2.19 1.98 

ニー￥ヲ吋 咽ド，...........::

j主1:聖子2草地面積l<t:.放牧等に供した野2草地及び林地の函扱a
j主2:平成12年京では都道府県の認定した公共牧磁のデータのみを銭針。
逮3:平成14年より悶査手法を変更。
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@ 蕗種別の夏期(7月1日時点Jにおける利用状況は、乳用牛が約57%、|肉用牛が約43%となっている。また、地域
別では、北海道で乳用牛の割合が約78%と大きく、逆に都府県では肉用牛の放牧割合が約67%と大きくなっている6
@1牧場当たりの利用頭数及び草地面積は、横ばい額向で推移しており1、平成20年度における1牧場当たりの夏期
の利用頭数!ま168頭、 1牧場当たりの草地面積は106haとなっているn I 

01牧場当たりの利用頭数及び牧事地雨積の推移
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資料;畜産振興銀観ぺ
j主:利用頭数は各年7月1日時点

0公共牧場の利用状況(平成20年)

民l用頭数(千頭Ht.TJl日現在) 里(千面子書イ積点聖地} 
1牧場当たり

牧場数冒I 乳用牛肉用牛牧{子菌草h穣a地j 頭数 草地 1h(①頚a頭当//数hた②a) り
(@頭上 (③ ha) 

145 83 62 
92 168 106 1.58 

(100.%) (57‘4話) (42.6~~) 

79 61 17 
51 368 I 239 I 1.54 214

1 C10O.紛 (78.1 %) (21.9%) 
66 22 44 41 b21 102 I 63 I 1.63 648

1 (10Oお〉 (32.7%) (67.3%) 
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安武正秀

。公共牧場の管内・管外別利用農家戸数及び遺言種別の割合(平成20年度) (単位:戸)

、
、 ~ehtz-'ヘ 内山 3

、、、Y 、、‘ 管 ‘外向
合 ι 計

‘砲、 J:.!ft期牛 ぬ問主幹 その'f也 :字じ用ミド υ 肉用牛 ¥壱の他 計巳 l

全国 E 7.373 6，414 378 14，165 1.434 925 89 2事448 16，613 
(84 %) (87弘) (81 %) (85%) ( 16%) (13% ) ( 19%) (15%) 

。北海道 3，336 713 186 4，235 876 45 45 966 5，201 
(79 %) (94弘) (81 %) (81お〉 (21 %) (6% ) (19%) (19%) 

| 都府界 4.037 5，701 192 9，930 558 880 44 1，482 11，412 
(88%) (87お) (81 %) (87%) (12% ) ( 13弘) ( 19目) ( 13%) 

4・，_.._=司，...11.'‘ 

{単位:戸、%)

(や今共同の均的!?付与クタプJレ??卒中郡安全体り約一一t占めている;i 寺に都府~-rl~ ， *~に対面 Q O)ñ;り 4~lj:ffCiy)'"C;川、公共牧場:重要fd:t3給飼料選遊となっているm

0牧草地面積に占める公共牧場の草地面税のシェア(平成20年度)

I牧場数行 牧草地面積(ha)，(I) 公共牧場草地函積(ha):@ シェア(%)@I①
。、

;全!日 国、
862 621.300 (100.%) 91，752 (100.%) 14.8 

ヒ海道h 214 517，900 (83.4%) 51.068 (55.7%) 9.9 
liB府県ー日い 648 103.400 (16.6%) 40.684 (44.3%) 39.3 
東北 277 63，800 (10.3%) 21，915 (23.9%) 34.3 

関東h 98 11，200 (1.8%) 5.932 (6‘5%) 53.0 
~t' ，:R室\ 28 2.190 (0.4見) 1.178 (1.3%) 53.8 
東市海 30 1.620 (0.3%) 1.394 (1.5%) 86.0 
近畿ご 6 576 (0.1 %) 121 (0.1%) 21.0 
中四国: 40 4.210 (0.7%) 2，940 (3.2%) 69.8 

九州 168 14.000 (2.3出) 7.167 (7.8%) 51.2 

沖縄ー 5.790 (0.9%) 37 (0.0弘) 0.6 

資料:統計情報告~r綴荷主及び作付函積紙百十J 、 ñìJ!f録興際関ベ
;主 t 牧草草地額絞1乱戦地及び作{寸函務統計〈平成20年7~158)

0地域別の公共牧場草地面積シェア(平成20年度)

。%
北海道取北関東北陸東海近畿中間国九州沖縄

2.公共牧場の所有形態及び管理委託状況

{ 公共牧場の所有形態を見ると、都道府県所有が6%、市町村所有が57柏、農協(逮)所有が9%、道産公社等
!所有が2%、その他怪窓;組合等所有が26%となっているο
i 管理状況をみると、地方自治体所有の59%が管理委託しているのに対し、地方公共団体以外の所有する牧場で
!は、 76%自己管理となっているお

- 3 - 北海道家畜管理研究会報，第46号， 2011年



r -ι 

公共育成牧場の歴史・現状・今後の課題

0公共牧場の管理委託状況(平成20年度)
管 IID 方 ;2 品~、

牧場数弓)
安 l託管理

所有形態 委託管理
自己管理

都道府県市町村f1農協(連) 宙産公社任j開守会 争割/合Q~; 部会(%) 計 (gi

(地方自治体) 542 (62.9) 223 319 o i I 0 i 109 j 43; 167 58略9

48 (5.6) 22 26 
o ~ 

10; 14 i 4 54.2 
路T村 494 (57.3) 201 293 29 163 59.3 

(地方自治体以外) 320 (37.1) 243 77 o a '11 i 10 ! 6 ! 50 24.1 

78 (9.0} 71 7 

9 i 
245 i 

4 9.0 

産公社 15 (1.7) 12 3 2 20.0 

念総合等 227 (26.3) 160 67 44 29.5 
合計 862 (100.0) 466 396 0; :11 i 119 i 49 j 217 45.9 
割合 100.0 54.1 45.9 0.0 i 目、3i 13.81 5.7i 25.2 

0公共牧場の所有主体別の割合(平成20年度)
都道府県

5.6'， 

畜i!t公社.
1.7!i 

5是協(迩)，
9郎

ア 。よ共牧場の利用率の推移

協同什 … 

jt:iN4L二竺 8~\2 …2?2
i、ー咽 I)Cl 7τr:; i8.8 叫 00.0 ー す守
1'，鋭)0 1. _.-よー一戸 …「ー

ijm;i7:01込込 7i.'.3 

FL 50.0 l 平1:3 i 14 15 1(1 
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3.公共牧場の利用率

公共牧場の利用率〈受入放牧頭数/受入可能頭数)
は減少傾向で推移しており、夏期(7月1日)における利

用率は70.2%、冬期(1月1日)は79.9%、夏期と冬
期を合わせた利用率は72.7%とな、っている。句
また、全国の公共牧場の夏期における利用率到の割
合を見ると、利用率90%以土の牧場が31.6抗、利用
率:;b:ャ89%の牧場が27.2初、利用率50吋 69%の♂
牧場が22.3%、利用率50%未満の牧場が1'8.'9%
となっている。

資料:否定復興~関ベ

(単位:%)

九州沖純

0公共牧場の地域別の利用率(夏期:7月1日)

100% 

ロ9m.以上
ao~も

ロ70.....89%

110'品

ロ50%未満

資料・nis:振興銀鼠ベ(夏期の利用頭数より算定)

20も0% 
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安武正秀

4.牧場開設後経過年数

牧場開設後経過年数別牧場数
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霞都府県隠北海道

-公共牧場は農業政策における「畜産の選択的拡大Jのもとに畜産公共事業の推進によっ
て昭和40年台から50年代にかけて積極的に開設された。この結果開設後30-39年経
過した牧場が最も多く、施設や草地の老朽化が問題となっている。

5、人工授精・受精卵移植の実施状況

人工授精は牧場全体の5割近くが実施しており、特に北海道では、全牧場の54%が実施している。一方、受精卵移植について
は、北海道では20%、都府県では15%、の実施率にとどまっている。

402 I 47.7% 
113 I 53.8% 
289 I 45.7% 

138 

42 

96 

6、放牧馴致実施状況

牧場への入牧前後の牛の放牧馴致は全牧場の3割弱が実施している。実施の場所
は全体のほぼ6害IJが入牧前の農家段階で行っている。馴致の状況は北海道も都府県
もほぼ同じである。
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公共育成牧場の歴史・現状・今後の課題

7、牧場への来訪者数

牧場への1年間の来場者数は全国の牧場全体で419万人となっており、我が国人口の4%程度が牧場を訪
れていることになる。 1牧場平均では北海道の2千人程度に対して都府県は1万人に達している。

8、草地更新の実施状況

草地更新を実施している牧場の割合は北海道では19%であるのに対して
都府県は11%となっている。また、 1年間の更新面積は全国の牧場全体の
草地面積の1.4切にとどまっている。

9、牧野衛生

ピロフラズマ及び外部寄生虫の被害は、北海道の発生率が都府県に比べて半分以下となっており、北海道での被害は都府県に
比べ軽微とみられる。

北海道家畜管理研究会報，第46号， 20日年
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秀正武安

10、事業収支状況

牧場の収支状況をみると、赤字牧場は、北海道では27% で、都府県で、1~36%となっており、経営状
~)tは依探として顧しい状混となってい令。官埋王1本別にみ~と、属、市町軒、公社での剖曾か両

く、農協やその他団体での赤字の割合が比較的低くなっている。 事業収支{全国}

f
k事業収i支状曹主区理体分ヱ匂 輔教;呆宇開 -ff 二ご赤単宇位牧:牧場場数、f%，;1 赤牧字場 呆字

I I 割泊旨、丸 害、時"， 牧場44% 収支

ゼロ牧
県 221 4 1 18 1 3 1 14 1 15 1 68 場

市町村 ~_ 55 I _ 28 I 52 I 27 I 86 I 45 I I 22% 
農協 202 112 1 55 1 33 1 16 1 57 1 28 

公社 63 1 32 1 51 1 6 1 101 25 40 事業収支{北海道}
その他 3621 167 1 46 95 I 26 I 1001 28 

小計 8421 370 441 189 22 1 283 1 34 赤牧字場

県 11 1 1 1 0001  1 027% 

辺 市町村 65 I 26 拍 18 28 21 32l 収支
事 A 農協 831 47 57 1 13 1 16 231 28 ゼ2牧
トλZ首 t 公社 9 I 6 1 67 1 1 1 11 1 2 1 22 22% --51% 

担 その他 521 281 541 141 271 101 19 

22 1 56 1 27 都府県
1 県 21I 3 I 141 3 1 141 151 71 

日F毎府県 市町村 1281 29 1 23 1 341 27 1 651 51 赤字

農協 119 1 65 1 55 201 17 341 29 収支牧場 黒字

公社 54 1 26 1 48 1 5 1 9 231 43 ゼロ牧 3 tf 
その他 310 1 139 1 45 1 81 1 26 1 90 1 29 場

4、百十 632 1 262 1 41 1 1431 23 1 227 1 36 23% 

11、公共牧場から見た当面の課題(全国)
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公共育成牧場の歴史・現状・今後の課題
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①草地~筒抜良
@牧場替相持軍寝室a!量償

<IH聖地E富i高改良
②放牧用f材也~備
@付帯m!滋宣車偏
③~窓績設宣車俄
②農業用峨設~俄
③地軽量活性化鑓設整備
①号f:1$;m!設鎧繍
10利用鑓設2吉備

1 2、公共牧場に利用できる事業一覧

i畜&公共事業
のる

事F道府県営E草地盤係改良事業
【公共牧島島桝霊型]1都道府県、指定恋人

畜産l!!い手育局総合宮古俗事業 l 
[1ftい手文銀理~]I都道府県‘指定恋人

@若宮金書自在餓
@錨設2控繍
③牧11!用俗係施設E吉備
。種盤E宣繍
ø>>:畜tnゼつt加盟!Im!設等地縫資源循t昭和i閑m!~のS揃
@その他錯誤量産備

【再編笠縦型】

li!糊州一体的利賂色合整備事業

宙産軍需筏総合豊富餓事業のうち
ui'&l'II総拍車き俗事業 1$道府県、悩定送人

【怠li!.i1!i'産活性{掛】

百F逮府県、t臨恋人

更向包

品
川
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芯

品

川

河

1
法工

『

|

J

都道府県、市町村、公社、農協 I<D飼斜作物作付議件鐙繍
i車、農協、農業生産浪人等 IO:iii:畜放牧草事諜件盤側

@共同利厚続減量産俗
@放牧地0沼宮鑓

【資源りtfイクJ[.!型】

〈社)B:<tli!t由畜産積子協会

1/2 
1/2 

県公社司Mifヲう事業件費宝
@利牛~'*卵及びその度予等の生産・侠給
③公共.!fj{tlIf包5棋の羽戸宇都糊等部用して新た闘用牛曹司
議入する生産者等を対象とし白書1用牛飼議管理筏術同認す
る掛由研修会の開催や鮒鮒汐ヌテムの実証展牙簿
帽に資ずる周年数糊ru.5]f.lI供給等lご

。。呼吸宙産会
対JUl公共牧湯肉用牛資波作、t宣伝大事業
公共牧場変絡卵修繕等活用縫途

1/2 

1 COi(充当~)
1氏以発当惑〉

@怠地更新
@入退牧憾の家畜鈎送
。放敬語~t置の衛生対鍛等

公共牧場を管理運営宮司己都互 I<!>~盤E富繍
府県、市町村 10<Dとー終的1::1守ねれる銭械E!UnIi設0漫繍

$i草胤県、市町村

牧野夜会{会積牧野分}
際件主主集金融公庫牧野資金

極芳雨量長信I言

1 3、今後の展開方向(1 ) 

1 )公共牧場は、我が国独特の制度で、これまで多大な公的資金を投じてきた貴重な財産

産界としての財産に加えて国民的財産として認識すべき)

2) この貴重な財産を有効活用することは、畜産関係者にとっての責務

3 )公共牧場の有効活用には、 2つの「三位一体』の原則で取り組むことが必要
国園陸
『司司...... 

4)第一の『三位一体」は、 「草一家畜一人」による取り組み

-草は、公共牧場の土台一草地の能力を最大限発揮することが最も重要、この場合、草地の能

力の発揮は「草Jの収量を上げることが最終目的でない。目標は、第一義的には単位当たり草地

でどれだけ多くの家畜を飼養し、又は「乳」、「肉」等畜産物を生産できるかであり、さらに求め

るならば、人間に精神的なものを含めていかに多くの価値を与えてくれるかである。

・家畜では、「牛」をターゲットにするのは当然であるが、その他の草食性家畜など(馬、羊、

山羊等)に目を向けることも必要、

・「人」でのキーワードは、「やる気」、「向上心」である。例:北海道では「浦幌町模範牧場」、

東北では「くずまき高原牧場」

5 )第二の r三位一体』は、 「現場一試験研究一行政」

-現場は研究テーマの宝庫

-画一的対応では限界→アイデンティティの発揮

・やるべきことを明確にする→行政のかかわり・行政は補助的手段

(畜

による取り組み
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